
初の秋開催！第12回国際環境技術展にお越しください！
　環境分野における優れた技術やノウハウを川崎から国内外に広く情報発信し、出展者の皆様の市場

開拓や販路拡大につながるビジネスマッチングの場を提供する国際展示会「川崎国際環境技術展」を

令和元年11月に開催します！入場無料です！

～おすすめプログラム～

新たな構造変化を迎えた世界と日本 ー新たなルール形成に向けてー

講演《大ホール１階》11月14日（木） 事前登録制

グリーンイノベーションセミナー《１階 第４大会議室》11月14日（木） 事前登録制

　トランプ政権による米国の一国主義の中で世界秩序の基本枠が変わりつつ

ある。そのような流れの中で令和たる時代の日本が直面する課題を再考証

し、日本の進むべき道を検証したい。特に「ルール形成」を主導する意思が

問われていることを確認したい。

第１部（11：00～12：00）寺島実郎の未来塾 in かわさき2019

寺島　実郎 氏
一般財団法人

日本総合研究所 会長

激動する世界経済　日本企業はどう生き残るか
　産業界は100年に一度の変革期と言われている。キーワードはAI、IoTだ。自動車業界に起こって

いるCASEやMaaSの動きは社会インフラだけでなく人間の価値観も大きく変えていくだろう。しか

しすべてがデジタル革命に飲み込まれ、労働のほとんどがAIに置き換わったり、モノづくりがなく

なるなどということはありえない。どちらにせよ強みや得意なことを武

器にすることでしか勝負はできない。冷静な視点から日本経済の未来を

展望し、日本企業はいかにして生き残るか、事例を挙げながら説明する。

第２部（13：00～14：00）財部誠一の賢人塾 in かわさき2019

財部　誠一 氏
ハーベイロード・ジャパン代表

/ 経済ジャーナリスト

PET分解酵素の発見と活性向上（10：30～11：10）

宮本　憲二 氏

地球最後のナゾ「土」をめぐる旅（11：20～12：00）

藤井　一至 氏

リマーケティングビジネス
～日本版循環ビジネスの構築～

中台　澄之 氏

（12：10～12：50）

慶應義塾大学 理工学部 教授

国連国立研究開発法人　森林研究・整備機構森林総合研究所 主任研究員

株式会社モノファクトリー 代表取締役／株式会社ナカダイ 代表取締役

●日　時：令和元年11月13日（水）・14日（木）　両日とも10：00～17：00
●会　場：カルッツかわさき（川崎区富士見１－１－４）
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問い合わせ：環境局環境調整課
TEL：200-2386　FAX：200-3921
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川崎市環境局総務部環境調整課

電話 044（200）2386（直通）

E-mail 30kantyo@city.kawasaki.jp

公害病被認定患者数1,233人

（認定者総数6,051人－認定失効者数4,818人）

認定失効者数4,818人

（治癒等2,097人＋死亡者数2,721人）

令和元年９月末現在（健康福祉局）

メールニュース
かわさきへ

問い合わせ：環境局処理計画課　　TEL 200-2590　　FAX 200-3923

●二酸化窒素（NO2）：一般局は全局で日平均値が0.06ppm以下でした。自排局は全局で日平均値が0.06ppm以下でした。

●浮遊粒子状物質（SPM） ：一般局は全局で環境基準の短期的評価に適合しました。自排局は全局で環境基準の短期的評価に適合しました。

●光化学オキシダント（Ox） ：市内に光化学スモッグ注意報が９月10日（今年度５回目）発令されました。

●微小粒子状物質（PM2.5）：一般局は全局で日平均値が35μg/㎥以下でした。自排局は全局で日平均値が35μg/㎥以下でした。

１　二 酸 化 窒 素：1 時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下

２　浮遊粒子状物質：1 時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下であり、かつ、１時間値が0.20mg/m3以下

３　微小粒子状物質：1 年平均値が15μg/m3以下であり、かつ、１日平均値が35μg/m3以下
環境基準

注 1：本データは最終確定値ではありませんので、後日修正することがあります。

注 2：本表中のSPMにおける環境基準評価は、当月の測定結果について短期的評価を行ったものです。
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二酸化窒素（ＮＯ2） 浮遊粒子状物質（S P M ）

環境基準
を超過した
日数（日）

微小粒子状物質（P M2.5）

 市では、ごみ焼却灰の埋立に伴い、廃棄物の最終処分場である浮島埋立処分場において、敷地境界の空間

放射線量（ガンマ線）及び内水の放射能濃度（放射性セシウム濃度）について測定を行っています。９月の

測定結果は次のとおりです。詳しくは市ホームページをご覧ください。

浮島埋立処分場における放射能濃度等測定結果（2019年９月）

大気環境（2019 年９月）

月　例

データ

測定値 測定日 基準等 測定頻度

詳しくはホームページをご覧ください。

●詳しい測定データは、ホームページで確認できます。

問い合わせ：環境総合研究所地域環境・公害監視課 　TEL 276-9096　FAX 288-3156
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空 間 放 射 線 量

（単位 :μSv/h）

埋立処分場内水

（単位:ﾍﾞｸﾚﾙ/L）

２.６

（検出下限値：1.0）

国 の 基 準 値　0.23

本市の目安値　0.19

国 の 目 安 値　75

本市の管理目標値 　10
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